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JST/CRDSにおける

サービス関連の活動紹介

2008年8月21日

独立行政法人科学技術振興機構

研究開発戦略センター

資料 ３
サービス科学・工学の
推進に関する検討会

（第１回）
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首席フェロー

野依 良治
独立行政法人理化学研究所 理事長

井村 裕夫
京都大学名誉教授、元 総合科学技術会議議員

センター長 生駒 俊明

理事 広瀬研吉

研究開発戦略センター体制

アドバイザリー委員会

中国総合研究センター

センター長 藤嶋 昭

副センター長 有本 建男
植田 秀史

企
画
運
営
室

平成１５年７月設立

外部有識者

電子情報
通信Ｕ

フェロー

戦
略
推
進
室

外部有識者

物質
・材料Ｕ

フェロー

外部有識者

ナノテクノ
ロジーＵ

フェロー

外部有識者

計測
技術Ｕ

フェロー

外部有識者

産業
技術Ｕ

フェロー

外部有識者

環境
技術Ｕ

フェロー

外部有識者

ライフサイ
エンスＵ

フェロー

外部有識者

臨床
医学Ｕ

フェロー

外部有識者

政策・シス
テムＵ

フェロー

外部有識者

海外
動向Ｕ

フェロー

海外調査パネル

GTeC Ｕ

フェロー

U：ユニット

※ 戦略プロポーザルの作成はプロジェクトチームを編成して実施。
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研究開発戦略センターの提言の位置付け

研究開発戦略センター

国際比較調査報告書

戦略プロポーザル
戦略的創造研究推進事業

WS報告書
G-TeC報告書

海外調査報告書 等
戦略的国際科学技術協力推進事業

関 連 府 省
戦略目標設定

科学技術振興調整費

科学技術振興機構

提 示提 示

提 案提 案

協 力協 力

協 力協 力

協 力協 力

戦略目標案の提案
内局施策の検討

文部科学省

経産省ロードマップ
の参考など

内閣府（総合科学技術会議）

第３期科学技術基本計画、
イノベーション25策定の

参考など

提 案提 案

提 案提 案
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ＳＳＥ(Service Science and 
Engineering)チーム

• 現在、「サービス」関連の研究／教育／施策
などの状況調査とともに、重要研究領域・課
題抽出の検討中

• 概ね下記３つの視点が存在する

1. サービスの生産性を向上させる

2. 新しいサービスを創出する

3. SSEの新しい学問領域を開拓する
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現在行われているサービス研究の
カテゴリー

“Hard” Science“Soft” Science

①人間・組織の行動の計測・分析
サービス価値の評価

②サービスのモデル化と
効率化

③サービス・イノベーションの
解析と新サービスの創成

基盤技術

応用
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サービス研究のカテゴリーとキーワード

① 人間・組織の行動の計測・分析
検索エンジン、ポータルサイト、ＩＣカード、携帯電話のトレースなどに
よる人間（行動）の計測、サービス「価値」の評価手法

② サービスのモデル化と効率化
Optimization, Complexity, Web Services, Traffic Theory, 
Queuing Theory, OR, 解探索アルゴリズム、ニューラルネット、マル
チエージェントシミュレーション、意志決定支援

③ サービス・イノベーションの解析と新サービスの創成
実社会におけるケーススタディからイノベーションプロセスの法則性
を探索、（インターネット上での）コミュニケーションとイノベーションの
関係、それに基づく新サービスの設計、ビジネスモデル
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要素技術 要素技術

技術パッケージ 技術パッケージ

対象サービス対象サービス対象サービス

SSE検討の構造
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重要研究課題切り出しのアプローチ

その機能（技術）を抽出する
根拠があいまいになるおそ
れがある

ＳＳＥと言わなくても行われる
研究課題しか出てこないお
それがある

具体的なサービスを対象とし
ないので研究課題が具体的
に見えないおそれがある

ある程度広範なサービス
に適用できる技術を対象
にできる

複数のサービスで必要となる機
能（技術）を抽出し、それに必要と
なる技術パッケージ（と要素技
術）を検討する

例：

コンテクストアウェアな言語解析
技術

ヒューリスティック意志決定支援
技術

AP2

対象サービスを設定する根
拠があいまいになるおそれ
がある

特定サービスにのみ適用可
能な狭い技術の研究に陥る
おそれがある

既存技術のインテグレーショ
ンに終わるおそれがある

現実のサービスを対象と
するので問題点が明確
になる

対象サービスを設定し、そこ
で必要となる技術パッケージ
（と要素技術）を検討する

例：医療サービス

AP1
留意すべき点特 長方 法アプローチ
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検討の
方向性

対象サービス 技術パッケージ 要素技術

サービスＡ（医療サービス） 技術パッケージＡ 要素技術１

サービスB 技術パッケージＢ 要素技術２

サービスC 技術パッケージＣ 要素技術３

サービスＤ 技術パッケージＤ 要素技術４

検討の
方向性

対象サービス 複数のサービスで必要とされる機能 (技術) 要素技術

顧客電話対応窓口業務、文章作成
業務、会議要旨作成業務、自動ファ
イリング、情報検索等

コンテクストアウェアな言語解析技術

自然言語処理技術、ベイジアンネッ
トワーク技術、サポートベクトルマシ
ン、データマイニング技術等
＋言語学、認知・心理科学、数学分
野の手法や理論

交通システム (交通流制御等)、ガ
ン転移の予測、市場予測、情報検
索、人工知能等

ヒューリスティック判断・意思決定支援
(「70%の精度の意思決定」、「とりあえず
“あたり”をつけた後、適宜判断を修正」)

統計学 (ベイズ統計学)、OR、シミュ
レーション手法 (例：エージェント・

ベースド・シミュレーション、ニューラ
ル・ネットワーク)

サービスE 機能E 要素技術５

サービスF 機能F 要素技術６

ＡＰ２の考え方

ＡＰ１の考え方

ＡＰ１

ＡＰ２
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サービス関連施策の状況

◆日本

• 研究開発力強化法 （H20.6.11公布）

• 経済成長戦略大綱 （H18.7 閣議決定、
H19.9改訂）

• サービス生産性協議会 （H19.5 設立）

• サービス工学研究センター （H20.4
設立 AIST）

• サービスイノベーション人材育成プロ
グラム（H19～ MEXT）

• サービスイノベーション研究会
（H18.10～ 東大）

◆米国

• 米国国家競争力法 (The America 
COMPETES Act, 2007.8.9立法化)

• NSF（米国科学財団） SEE (Service 
Enterprise Engineering, 2002.10～)

◆欧州

• European Technology Platform (ETP)
NESSI （2005.9～）

• ハイテク戦略構想（ドイツ 2008.3 閣議決
定）

• イノベーション国家白書（イギリス
2008.3）

◆中国

• 国家中長期科学技術発展規画（2006.2）

• 第11次五カ年計画（2006.3）
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産業技術総合研究所 サービス工学
研究センター (AIST/CfSR)

http://unit.aist.go.jp/cfsr/ci/indexj.html
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東京大学産学連携本部
サービスイノベーション研究会

• 委員長：武市正人教授（情報理工学系研究科）
– SWG-1 価値の可視化 （須藤修教授）

• 行政サービスの価値の可視化

– SWG-2 組織、行動、知識の可視化 （古田一雄教授）
• サービス知の見える化技術

– SWG-3 最適化モデリング （室田一雄教授）
• サービスの最適化とモデリング（大学における福利厚生を例とし

て）

– SWG-4 サービス創造 （上田完次教授）
• 共創によるサービス価値の創造

• 提言書：「サービスを科学する視点の確立と人材の
育成によるイノベーション創出に向けて」
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NSF「Service Enterprise Systems」におけるプロジェクト予算及び件数の推移
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※WTEC2件、教育目的1件、サイバーシステム整備1件を除いた。
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